
第２ ４回大阪私立高等学校弓道大会 報告 

男子団体 3位入賞！  

男子個人は 3年樋田が大健闘の２位入賞！  

 

 ４月２９日(火・祝日)に、第２４回大阪私立高等学校弓道大会が行われました。男子１３２名、女子１

４０名、合計２７２名の参加でした。 

 

 当日は朝から雨が降り、午後からも天候悪化が予想されたため、団体戦の試合形式を変更して実施さ

れました。本来は、２立で予選を行い、上位８チームで決勝トーナメントを行う予定でしたが、トーナ

メントを無くし、2立での総的中で順位を決定することになりました。個人戦は変更無く、８射５中以上

で決勝競射に進出となります。 

今年から団体が 3 名から 5 名に変更になりました。部員数の少ない本校には厳しい状況になりました

が、男子団体はなんとか１チーム(3 年廣橋、樋田、2 年前田、流、西本)、女子団体は 5 名揃わず、団体

出場が認められる 3名(3年山田、鷺島、2年須田)ぎりぎりでの出場となりました。 

  

まずは男子団体です。1立目、悪天候の影響で各校まったく的中が伸びないなか、本校も団体のトップ

バッターという緊張感もあったのか、まさかの 6 中という結果に頭を抱えました。この結果に顧問の怒

りが爆発、「他校のチームも的中が伸びていない、絶対に諦めるな。自分たちの力でなんとかしてこい！」

と気合いを入れ直して 2立目に挑みました。結果は見事 13中とまずまずの的中を出しました。でも、合

計 19中ではどうにもならないだろうなと思っていました。しかし、予選が終わってみると、1チームだ

けは高的中で飛び抜けていましたが他のチームは 2 立目も的中が伸びず、どんぐりの背比べ状態になり

ました。気がつけば本校は上宮高校と並んで 2位タイとなっていました。２・３位決定競射は、5人が各

自 1本ずつを引きます。結果は本校 3中、上宮高校 4中で、3位入賞が決まりました。 

団体の結果が個人の予選を兼ねていました。結果は樋田だけが予選を通過しました。 

女子は、もともと 2 名少ない状況でしたので、団体入賞を狙うのは無理でしたので、個人での予選通

過を目指しました。結果はあと 1本足りずという状況で 3名とも予選を通ることは出来ませんでした。 

 

     

男子団体 2立目に意地を見せました。 女子団体 3名で頑張りました。 



個人戦は、男子で樋田 1人だけが決勝競射に挑みました。1本ず

つ引いて、外した者から脱落していきます。予選通過者は 10名で

した。6位までが表彰されます。樋田は 1本目的中。(4名脱落。こ

の時点で入賞確定。) 2 本目的中。(2 名脱落。) 3 本目はずれ。

的中者が 1人だけだったので、樋田は２～4位決定競射に回りまし

た。遠近法による競射で、見事 2位入賞を決めました。 

     

 

 

 

男子団体戦は、的中数が低く満足出来ない結果でしたが、競射に勝っての 2 位ならまだ良かったので

すが、競射にも負けての 3位入賞はやはり素直に喜べません。こんなことで、5月からのインターハイ予

選は大丈夫か？と本当に心配になってきます。なにより心配で、また残念なのは、部員が今回の結果に

対して真剣に悔しがっているように見えないことです。本当に「インターハイに出たい！」と思ってい

るのか？ 大いに疑問です。3年生にとっては、今度のインターハイ予選が高校生活最後の大会になりま

す。今出来ることを精一杯やりきって、何の迷いもなく、悔いの無い状態で、その日を迎えてほしいと

思います。そう思えるようになるまで、徹底的に“弓”に集中、没頭してほしいと思います。 

 

 

 

「“負ける”ことを恐れると、“勝つ”という意欲を失ってしまう」 

 

 

 

 

 

 

個人 2位 樋田  よく頑張った！ 


